大悲山磨崖仏（福島県南相馬市小高地区）参詣記 by 渡辺 憲司 et al.
























































































































































と、観音堂がある。岩窟は、間口14メ トール余、奥行 5 メー
トル余、高さ
5 メートル余
（観音堂前の
案内板による
計測）で正面
上方に大きく
十一面千手観
音があり、観
音の後背の壁
面には、無数
の仏（賢劫千
仏）が薄肉彫
りされている。
　先に記した
ように、今は
発掘調査と覆
屋の修復作業
中で、観音の
前には、ビニー
ルシートが敷かれ、立ち入り禁止の札が立つ。
　地震での崩壊後、はじめての本格的発掘調査が始まった
ことは、新聞記事で紹介したが、仏は地震により自身のあ
り様を世間に示したと言えるのかもしれない。現地では、
昨年11月22日に大悲山石仏保存修理委員会が開かれ、今
年度内に覆屋の設計が終わり、来年度に施工が予定されて
いると云うことだ。
　貞観11年（896）に、マグニチュード 8 以上の大地震によ
る大津波が南相馬を襲ったことが、独立行政法人産業技術
総合研究所の地質調査で明らかになっていた。それは東日
本大震災以前の報告である。大悲山の石仏はおそらく貞観
の大地震発生の時期とさほど違わない時期に出来あがった
のであろう。仏には歴史の教訓が刻まれていたのだろう。
　大悲の石仏は、復興への道を歩み始めたと云うことであ
ろう。しかし、仏は信仰によって支えられるものだ。参詣
人のいない仏はその魂を失う。そしてそれは人の魂をも
祈りをも奪っていくのではないか。
　祈りは教訓である。私は、福島の石仏や野仏に祈ること
を忘れまいと思う。今、福島の仏たちは安らぎを与えては
くれまい。だが、小さな行動への勇気を与えてくれそうな
気がする。
　日が暮れた。海水浴と松林、そして初日の出でよく知ら
れた村上海岸を回って原の町に戻った。海は暗く、黒く、
冥い。波の音だけが繰り返す。
　亘理から仙台へ。明るい電車の中では帰省した成人式帰
りの華やかな声がした。（2014年１月30日  記）
ガラス越しにみた薬師堂の石仏（筆者撮影）
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